
シナイモツゴを保全する
シナイモツゴ郷の米

かしまだいシナイモツゴ
郷の米つくり手の会

吉田千代志



シナイモツゴ郷の米とは

シナイモツゴの棲む
ため池のきれいな
水を使い、減農薬・
減化学肥料で栽培
した安全・安心・美
味しいお米です。
NPO法人シナイモ
ツゴ郷の会から現
地確認調査に基づ
いた認証を受けて
います。



ブラックバス退治を継続実施、里山から一掃
NPOシナイモツゴ郷の会と連携

ため池のブラックバ
スを池干しで完全駆
除。2007～2017年

に地域ぐるみで毎年
実施、里山のため池
と周辺の小川からブ
ラックバスを一掃し
ました。



だれでもできる連続捕獲装置を使い
週1回の作業でアメリカザリガニを駆除

里山の水辺で豊かな自然をとりもどす
ため、 2020年に地域住民と共にアメ
リカザリガニ退治の活動を開始しまし
た。

簡易な
連続捕
獲装置

1,000m2の中規模ため池に10基
を設置し1週間に1回捕獲回収。

アメリカザリガニ駆除を開始 NPOシナイモツゴ郷の会と連携



2021年2021年 5月の捕獲個体は19～

41mmの大～小型だったが、8～10月に
は18～33mmに小型化した。

30mm

秋季発生
0才群

春季発生
0才群

設置後4～5回の捕獲により大型個体が
激減した。8月からの産卵前に大型個体
を激減させることが可能。大型個体が減
少すると小型個体を大量捕獲できるが、
一掃は困難。他の捕獲方法、人工水草
等を併用する必要がある。
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里親小学校児童による放流会を毎年実施

宮城県内4小学校の里親たちが1年

間育てたシナイモツゴをブラックバス
を駆除したため池へ毎年放流します
。

2015年

2021年



大崎市生き物クラブの生き物観察会
7月31日、ブラックバスを駆除した里山のため池を水源とする大崎市の小

川で開催した。大崎市古川の小学生50名と父兄および関係者など合計70名
が参加した（写真①）。観察会は、これまで15年間の活動によりブラック
バスを一掃したため池を水源とする小川で実施した。
今年も下記の魚類が採集され、参加者と共に豊かな自然を実感した（写真

③）。久々にニホンウナギが捕獲され（写真②）、参加者を驚かせた。スナ
ヤツメ、ギバチ、ドジョウ、ヨシノボリ、ジュズカケハゼ、ミナミメダカ、
ニホンウナギ、タイリクバラタナゴ、カネヒラ、モツゴ、タモロコ、マシジ
ミ、ヌカエビ、カワリヌマエビ、コオイムシ

小川の生き物観察会・モニタリング調査
大崎市内小中学生向け（NPOシナイモツゴ郷の会と共催）



小川の生き物観察会・モニタリング調査
宮城県古川黎明中学校現地研修会



シナイモツゴ郷の米水田
赤とんぼ調査結果

調査：NPOシナイモツゴ郷の会

シナイモツゴ郷の米水田で
アキアカネが大量に羽化

減農薬、減化学肥料栽培
のシナイモツゴ郷の米水
田では6月下旬～7月上旬
の早朝、多数のヤゴが水
田の稲によじのぼり、羽
化しました（表1のA地点
）。他の慣行栽培水田で
は羽化が全く見られない
水田が多いです（表1 B
～D地点）。



令和3年シナイモツゴ郷の米通信



令和3年 シナイモツゴ郷の米通信


